
 

会 議 録 件 名  主 管 課  

 2018年度第 10回“夢”まちプロジェクト推進会議  町田市経済観光部産業政策課 

日 時  場 所  

 2019年 2月 14日（木） 

 午前 10時 30分〜午前 11時 45分 

町田まちづくり公社 

地下 1階会議室 

出 席 者  

【委員】 

大塚議長、井上副議長、米増委員、宮本委員、鈴木委員 

【中心市街地活性化協議会事務局】 

 町田商工会議所  三嶋氏、  町田まちづくり公社  佐藤氏、鈴木氏 

【市事務局】 

 産業政策課  遠藤係長、増井  地区街づくり課  なし 

 

〈主な決定事項〉 

・荷捌きの社会実験に向けて、まちづくり部会含めた組織の在り方を中活協内で調整していくので、

現状では市職員が部会へ出席することは極力控えることとする。 

・会議の関係者が出席状況を把握できるよう、今後は可能な範囲で調整ツールを活用して中活協内に

広めていく。 

・次回の第 11回会議は、3月 29日（金）の 10：30～12：00とする。 

・次年度の会議は、従来通り毎月第三木曜日の午前中に開催することとする。 

 

１ 「まちづくり計画」について 

（１）中活協からの報告 

【まちづくり部会】 

・2018年度中に町内会を通じたアンケートに実施に向けて準備している。 

 ⇒町田第二地区町内会・自治会連合会長の中氏には相談し、快諾いただいている。3月 7日（木）

に開催される町田第二地区の会長会でアンケートを配布する方向で進めている。 

（各会へ 100～200部配布） 

 ⇒地元からの話では、町田第二地区内でもまちづくりについて検討する組織があり、事前にお話し

いただければ各会長の理解も得やすくなるので、相談してくださいとのこと。 

・交通事業推進課経由で地区街づくり課と産業政策課に、まちづくり部会への出席依頼があった。 

 ⇒部会の出席者の多くが市職員になってしまうのも良くない。 

 ⇒荷捌きの社会実験に向けて、まちづくり部会含めた組織の在り方を中活協内で調整していくので、

現状では市職員が部会へ出席することは極力控えることとする。 

【にぎわい部会】 

・1月 22日（火）に部会を開催し、産業政策課、地区街づくり課の職員と意見交換を行った。 

 ⇒当初の議題はイルミネーションだったが、セットバックなどまち全体に係る意見交換を行った。 

・1月 24日（木）の夜間に町田中央広場（3号デッキ）で玉川大学が実施したライティング実験は、

盛況だった。 

⇒2月 1日（金）の部会では、今後の流れについて検討した。今回の実験をベースに既存商店街の 

イルミネーションと併せて実施できればと考え、企画書を丸々氏に作成依頼している。 

・ハロウィンについて、今年度は実行委員会を立ち上げ、「事務局機能の簡素化」など４つの視点から

検証した。 

 ⇒検証内容の精査が必要。 

 ⇒アンケート結果に、(株)町田まちづくり公社には何らかしらの形で関与して欲しいとあったが、

「何らかしら」という部分が曖昧である。 

 ⇒新しいイベントを継続していくなら、フェスタまちだの様に商店会など既存の組織を活用できる

と良い。単純に公社が事務局を担うのではなく、実行委員会に参加している各単組が自分の組織

の事業として認識できると良い。 

【広報部会】 

・2月 7日（木）に第 3回メディアミーティングを開催し、来年度に向けた話し合いを行った。 

・次回のメディアミーティングの実施については、今年度の会議で出た意見等を参考に再度検討して、

調整していく。 

【全体】 

■会議の出席確認について 

・会議の関係者が出席状況を把握できるよう、今後は可能な範囲で調整ツールを活用して中活協内に

広めていく。 

■視察研修について 

・2月 19日（火）に南町田・渋谷のバス視察を行う。現在の参加予定者は 48名。 

■プロポーザル評価委員の委嘱について 

・中活協へ大塚会長を芹ヶ谷公園の整備に係るプルポーザル案件の評価委員に委嘱したい旨の依頼が

あったので承諾した。 

 ⇒町田商工会議所の都市整備・まちづくり委員会からもセミナーの開催に係る相談が来ている。 

 ⇒市の〇ごと大作戦に係る相談案件も増えてくると思うので、担当者とまとめていきたい。 

 

（２）市からの報告 

【産業政策課】 

・原町田大通りでの実証実験の実現に向けて、交通管理者である警視庁と協議を行った。その結果、

交通管理者としての視点から、現状で車道を活用することは厳しいことが分かった。 

 ⇒今後は、東急ツインズの敷地を活用した賑わいの創出を検討しながら進めて行く。 

⇒町田青年会議所から、原町田大通りを活用したイベントを実施したい旨の素小弾があった。今回

の実験は将来的な公共空間利活用に向けた取り組みであり、一時的なイベントの実施とは異なる

ものであることを説明した。 

 

２ その他 

（１）次回会議の開催予定について 

次回会議は、3月 29日（金）の 10：30～12：00とする。 

次年度の会議は、従来通り毎月第三木曜日の午前中に開催することとする。 


